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以前ガンマ線スペクトルにおいて実証したスペクトル定量法（Spectral Determination Method）[1] を、今回

新たに液体シンチレーションスペクトルへ適用した。スペクトル定量法は、測定スペクトルが複数の核種

スペクトルの線形和であるという第 1原理を用いたものである。今回、Cs-137, Cl-36核種を含む液体シン

チレーションスペクトルに適用して、核種定量を行った結果を報告する。 
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1. 緒言 

液体シンチレーションカウンタ（LSC）は、放射性核種を含む溶液試料と液体シンチレータを混合溶解

することによって、効率よく低エネルギー放射線を測定することができるため、低エネルギーβ線、Ｘ線

の定量に適しているが、γ線、α線にも感度がある。分解能は半導体検出器などと比べ劣るが、スペクト

ル全体を用いるスペクトル定量法（SDM法）[1] 解析には適している。その定量性検証の結果を報告する。 

2. 実験と解析 

実験は、㈱化研[2]への外注により、Cs-137および Cl-36の混合溶液の LSC測定を行った。測定はパーキ

ンエルマー社製 Tri-Carb 3110TR型液体シンチレーションカウンタを使用した。Cl-36の 403-408 Bq試料を

用い、これに Cs-137の 425, 125, 42.1, 12.5, 4.2 Bqの

溶液を加えた混合溶液試料 5種を作製し、各々60分

測定して得られたスペクトルを図 1に示す。 

LSCは、試料の化学組成によってクエンチングを

生じるので、まずクエンチング補正法を開発し、補

正を行った。SDM法解析ソフトは、以前ガンマ線解

析用に開発したもの[1]を使用した。 

3. 結果と結論 

SDM解析による Cl-36の定量結果は、上記 5種の

Cs-137濃度において、3％以下の精度が得られることが

分かった。一方で、Cs-137の定量結果は、主成分 Cl-36濃度に対する Cs-137濃度約 30％で誤差が約 24%、

10％での誤差が約 50％という結果が得られた。今後、精度向上を図るとともに、他の RIの組み合わせにつ

いても検証を進める。 
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図１Cs-137および Cl-36混合溶液の LSCスペクトル 

上から 
Cl-36 + 425 Bq Cs-137 
 〃    125 Bq   〃 
〃    42.1 Bq  〃 
〃    12.5 Bq  〃 
〃    4.2 Bq   〃 

C
ou

n
ts

 

Energy (keV) 

2D14 2021年春の年会

 2021年 日本原子力学会 - 2D14 -


